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南スラウェシの人口移動 と性比の変動に関するノー ト

坪 内 良 博*

A NoteonthePopulationMobilityandSex-ratio

ofSouthSulawesiPeople

Yoshihiro TsUBOUCHl*

Thisshortnotedealswithsomerecentfeatures

orthemlgrationorSouthSulaweslpeople,including

theI∋uginese,whoarewellknownfortheirseafaring

tllrOughoutSoutheastAsianhistory･ Themajor

topicscoveredareasfollows･

(1) Indonesiahashighpercenta.gesofout一migrants

from SouthSulawesi,WestSumatra,andCentra一

Java. Amongothers,themigrantsfrom South

Sulawesishowaremarkablyhighsex-ratio.

(2) Thesex-ratioofthepopulation()fSouth Sula･

wesiisexamined by hecamatan. A decreasing

sex-ratioisobservedintheheartofBuginesereglOn,

whileinTorajaland,thesex-ratioislittleaffected

byout一migration.

(3) Theaspectsofpopulation growthin Keca-

matanBu且Ponrang,afrontierareaofXabupaten

Luwu,aredescribedforeachdesaorvillage. The

Ⅰ イ ン ドネシアにおける

南 スラウェシ出身者

イ ンドネシアは一つのほとんど閉 じられた

人 口として捉え られ る｡ しか しなが ら,その

下部単位を構成す る各島群, さらにそれを細

分す る各種族の居住地域 は各 々の地域的独立

性および文化的独 自性を強調す るものの,汰

して閉 じられた人 口単位ではない｡ この こと

は南 スラウユシ州 について も該 当す る｡ 就

*京都大学東南アジア研究センター;The Center

forSoutheastAsianStudies,KyotoUniversity

majoritemscovered are:thestarting period of

development,changlngfoodpatternsfrom sagoto

rice,anddetailsofpopulationincreaseandin一mi一

gration.

(4) The features of Buginese migration since
1964todownstream areasoftheh生usiRiverin

South Sumatra are shown. The married men,

someoftheirwives,andunmarriedmenformedthe

early-stagepopulation. They were later joined

bytheirdependents.

(5) Finally,Sometopicsnotcoveredbythepresent

studyarepointedoutforfutureresearch. These
include assessmentofthe socialand economic

changescaused by thedecreasing proportion of

malesin Buginesevillages,andthestudyofBugi-

nesemlgrantSinurbanenvironments.

中,同州の主要種族であるブギス族 ･マカ ッ

サル族 は海洋民族 としての活動 によって歴史

的に有名である｡

1971年 セ ンサスにおいては, 各州 (pro-

pinsi)の居住者の出生地が示 されている｡特

定州の出生者数を各州別 センサス報告書か ら

抜 き出す ことによって,当該州出生者の合計

と,州外居住者数 ･島外居住者数を知 ること

がで きる｡ 後二者の 割合を各州 ごとに示す

と,表 1の通 りである｡ 州内出生老中,州外

居住者の占める割合 は,西スマ トラ州出生者

において最 も高 く (10.8%), 次いで ジ ョク
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表 1 インドネシア各州における州内出生者の州外

居住状況 (1971)

州 名

アチェ

北スマトラ

西スマトラ

リアウ

ジャンビ

南スマトラ

ブンクル

ランボン

ジャカルタ

西ジャワ

中ジャワ

ジョクジャカルタ

東ジャワ

EiEHZJ

西ヌサトンガラ

東ヌサトンガラ

西カリマンタン

中カリマンタン

南カリマンタン

東カリマンタン

北スラウェシ

中スラウェシ

南スラウェシ

東北スラウェシ

マルク

イリアンジャヤ

州外 居住者
実数(千人) %

66(3.3)

188(3.0)

325(10.8)

42(2.8)

27(3.1)

199(6.0)

25(4.9)

30(1.6)

132(4.6)

1,193(5.3)

1,798(7.9)

267(10.1)

750(2.9)

57(2.6)

13(0.6)

27(1.1)

35(1.7)

12(1.8)

4

4

1

5

6

1

7

8

8

2

6

3

7

3

3

2

Gd
F
J一
円Ⅳ肌u

9

3

5

4

3

3

(

(

′l＼

島外居住者(内数)
実数(千人) %

20(1.0)

105(1.7)

105(3.6)

17(1.1)

12(1.4)

86(2.6)

7(1.4)

17(1.0)

42(1.5)

324(1.4)

927(3.9)

125(4.7)

517(2.0)

57(2.6)

13(0.6)

27(1.1)

34(1.7)

5(0.8)

40(2.3)

21(2.9)

45(2.6)

20(2.2)

177(3.3)

21(2.9)

37(3.4)

8(6.1)

付属小島居住者は島内居住者として扱った｡
Sen∫u∫Pcnduduh1971,Seri E,No.1-No.26,Table

22より作成｡

ジャカルタ特別区 (10.1%), 中ジャワ

(7.9%),イ リアンジャヤ (6.1%),南

スマ トラ (6.0%),西 ジャワ (5.3%),

プンクル (4.9%),南カ リマンタ ン(4.9

%),ジャカルタ特別区 (4.6%),南スラ

ウェシ (4.5%) の順 となり,全26州中

南スラウェシは第10位 に位置する｡島外

居住者の占める割合をみ ると,イ リアン

ジャヤ (6.1%),ジョクジャカルタ(4.7

%),中ジャワ(3.9%),西スマ トラ(3.6

48

%), マルク (3.4%), 南スラウェシ

(3.3%)の順 となり,南スラウェシの位

置はかなり上昇する｡ さらに, この中か

ら1971年センサスデータが都市部のみに

限 られているイ リアンジャヤと人 口規模

が相対的に小さいマル クを除 くと,(1)ジ

ョクジャカルタおよび中ジャワ, (2)西ス

マ トラ,(3)南スラウェシという形で,イ

ンドネシアにおける代表的な島外移住者

を含む三つの地域群がうかびあがって く

る｡

中ジャワ,西スマ トラおよび南スラウ

ェシ出身者が1971年の時点で都邸いずれ

に居住するかを示すと,表 2のどとくと

なる｡南スラウェシ出身者 と西スマ トラ

出身者 とでは,州内居住者 においては都

市村落居住比がほぼ等 しいが,州外 に居

住す る者については南スラウェシ出身者

は農村居住者が多 く,西スマ トラ出身者

は都 市 が よ り重要な居住地 となってい

る｡ この傾向は,島外居住者についてみ

ると, さらに顕著になる｡ ここに ミナン

カバ ウ商人 として有名な西スマ トラ出身

者の出稼ぎ(merantau) とブギス族を中

心 とする南スラウェシ出身者の開拓者 と

しての移住 との対照が示 されている｡中

ジャワ出身者 については,州内居住者に

おいては農村居住者の割合が前二者 より

も高 く,州外居住者 においては前二者の

表2 南スラウェシ,西スマトラ,中ジャワにおける
州内出生者の州内外 ･都都別居住状況 (1971)

計

Scn∫u∫Penduduh1971,SeriE,No.1-No.26,

Table22より作成｡
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表3 州内出生者の居住地による性比 (1971)

出 生 州

南スラウェシ

西スマトラ

中ジャワ

州内居 住
UrbanRural 計

0.9640.9400.945

0.9700.9220.930

0.9340.9530.951

州外居 住
UrbanRural 計

1.588 1.435 1.488

1.176 1.5051.260

1.1071.1411.126

Sen∫u∫Penduduh1971,SeriE,No.トNo.26,

中間的な状況が認められる｡ただし,島外居

住者においては農村居住者の割合が圧倒的に

r旨い｡

州外居住者に関 して人 口構成の観点か ら興

味深いのはその性比である｡ 表 3に明 らかな

ように,南スラウェシ出身者の場合には他の

2州の出身者に比 して, 都部両方にお いて

1.50前後の高い性比の存在がみ られる｡性比

はとくに島外都市部において高い｡西スマ ト

ラ出身者の場合には,州外農村部居住者にお

ける性比は南スラウ.ェシ出身者を上まわるほ

ど高いが,州外都市部居住者の性比は州内都

市部に比 して高いものの, 1.176を示すにと

どまる｡島外都市部では1.261とやや高 くな

っているが,南スラウェシ出身者よりはるか

に低い｡中ジャワ出身者の場合,州外居住者

の性比は州内居住者のそれよりも高いが,南

スラウェシ,西スマ トラ出身者に比 してはる

かに低 く,都邸差 も明瞭ではない｡島外居住

者では都市部の性比がやや高まり,農村部の

性比がやや下落する｡ このように三つの代表

的な州外居住者群を比較 した場合,南スラウ

ェシ出身者の州外での生活は,きわだって｢男

中心の世界｣ として捉え られるのである｡

これ ら三つの州出身の他州在住者の性 ･年

齢構造をそれぞれについて示すと,図 1のよ

うになる｡ 他州都市居住者においては20代を

中心 とする若年労働力の集中がみ られ,老人

と子供の少なさが目立つ｡ このような構造の

中で,女子は男子に比 してやや低い年齢層-

島外 居 住
UrbanRural 計

1.618 1.4031.483

1.2611.6411.280

1.1721.118 1.125

Table22より作成｡

の傾 斜 を示 して い

る｡ 農村部 にお い

ては中ジャワおよび

西スマ トラ出身者の

場合,中心となる年

齢が都市 よりも高い

が,南スラウェシ出

身者の場合には都邸

の差は僅少 にとどま

っている｡ すなわち,南スラウェシ出身者に

おいては,都市 と農村 という居住地の違いに

よって性比 も年齢構造 も基本的な相違が認め

られないのである｡

ⅠⅠ 最近の南 スラウェシにおける性比の変化

インドネシア中央統計局の数値によると,

南スラウェシ州の人口は1972年末か ら78年末

に至る6年間に5,294,293人か ら5,837,945人

- と年平均1.64%の増加を示 している[Indo-

nesia,Biro PusatStatistik 1976;1980].

南スラウェシ州統計書によると,同期間の人

口は5,292,085人か ら5,722,501人- と年率

1.31% の増加をした ことになっている [Su-

1awesiSelatan,KantorSensus& Statistik

1973; 1979]｡ 同じ期間にインドネシア全体

の人口は,中央統計局の数値では121,367,999

人か ら136,416,487人- と年平均 1.97%増加

している｡ また,国連人 口統計年鑑は1972年

と78年の同国の年央人口をそれぞれ12,564万

および 14,510万 と推定 しており, 年平均増

加率は2.43% に相当する [United Nations

1974;1979】｡ 資料によって数値が異なるた

め,完全な推定には面倒な手続 きが必要であ

るが,南スラウェシ人口の自然増加率がイン

ドネシア全体のそれに等 しいとすると,年間

0.33%ない し1.12% に相当する部分が州外-

と流出 したことになる｡

このような人口流出がすでに示 したように

49



東南アジア研究 20巻 1号

50

田 Age-Group25-29

図 1 他州在住者の性 ･年齢構成 (1971)
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表4 南スラウェシ州各県の性比 (1972,1975,1978)

県 (kabupaten) t 1972 1 1975

Bone

UjungPandang
Gowa

Luwu

Wajo
Polmas

T礼naToraJa

Bulukumba

Pinrang

Soppeng

Pangkep

Jeneponto

Mar°s

Sidrap
Takalar

Sinjai

Barru

Enrekang

Selayar

Bantaeng

Majene
Pare-Pare

MamuJu

南スラウェシ

0.905

1.058

0.971

0.970

0.905

0.968

1.002

0.951

0.931

1.004

0.971

0.964

0.965

0.900

0.971

0.957

0.953

0.930

0.958

0.983

0.962 0.975

0.961 0.983

1.070 0.951

0.963 0.950

1978

0.903

0.994

0.966

0.945

0.813

0.938

0.969

0.906

0.894

0.950

0.943

0.959

0.964

0.825

0.906

0.924

0.890

0.893

0.938

0.944

0.948

0.926

0.996

0.927

に,1972,75,78年の居住人 口性

比を示す と,表 4のようになる｡

1972年 に比較す る と78年 にお け

る性比はすべての県 にお い て 例

外な く低下 しているが, 72年 と

75年の間では 7県,75年 と78年の

間には5県で性比の上昇がみ られ

る｡ この統計に依拠するな らば,

性比は一様 に低下 した の で はな

く,若干の調整過程を経なが ら低

下 したと推定 される｡ この期問の

性 比 の分 布 を さ らに詳 し く郡

(kecamatan)別 に調べ ると,表 5

のどとくとなる｡0.95以上の性比

を有す る郡が減少 し,0.94以下の

性比の郡が増加 してい く過程が明

白である｡1978年 には先行する年

次 においてみ られなかった0.70台

の性比をもつ郡が現われる｡郡名

を記す と, ワジョ(Wajo)県 に属す

るマニア ンパ ジョ (Maniangpajo)

0･72,サジョアンギン(Sajoanging)

0.77,パ ンマナ (Pammana)0.78,

KantorSensus &Statistik,Prop】nsiSulawesiSelatan,
SuZawe∫オSeZazanDaZam Angka,1972,75,78各年度版より
算出｡

男子を中心 として行われると,南スラウ

ェシ州残留者の性比は全体 として徐 々に

低下するはずである｡ 実際,中央統計局

の数値 では, 男子人 口の年平均増加率

1.32% に対 して女子の増加率 は1.95%,

州統計書の数値を用いるとそれぞれ0.98

%,1.62%であって,州内の男女の増加

率の間には0.63ない し0.64% の差が存在

し,中央統計局の数値では1972年の性比

0.964に対 して78年の性比は0.929,州統

計書の数値ではそれぞれ0.963,0.927と

な っている｡

南スラウェシ州の県 (kabupaノten) 別

マジャウレン (Majauleng)0･78,

タ ッカララ (Takkalala)0.79で,

いずれにおいて も女子人 口の比較

表5 性比の高さ別にみた郡の数

(南スラウェシ,1972,1975,1978)

性 比

1.00-

.95-.99

.90-.94

-.89

計

1972 1 1975 ｣ 1978

%
32(19.5)

63(38.4)

41(25.0)

28(17.1)

%
22(13.4)

59(35.9)

47(28.7)

36(22.0)

%
19 (ll.6)

44(26.8)

53(32.3)

48(29.3)

164(100) i164(100)】164(100)
Selayar県に含まれる5郡を除 く｡
Kantor Sensus & Statistik,ProplnSiSulawesi

Selatan,Sulawc∫iSeZatanDaZam A71gka,1972,75,
78各年度版より算出｡
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的順調な増加に対 して男子人口の停滞が目立

ち, とくに前四者については,男子人口は75

年と78年の間に絶対的に減少 しているのであ

る｡

上述の性比の低下 とは独立に,南スラウェ

シ州郡別性比においては,72年には1･50(Uju-

ng Pandang 県 Mamajang 郡) か ら0･81

(Bone県 Ponre郡),75年には1.49(Luwu県

Nuha郡)か ら0.81(Luwu県 Malangke郡),

78年には1.18(Luwu県 Malili郡)か ら0.72

(Wajo県 Maniangpajo郡)に至る大 きな分

散がある｡ 高い性比を示すのは大都市 と開拓

前線である｡居住環境に関する適当なインデ

ックスが得 られれば, このような相反する性

格をもつ居住環境を両極 に,性比がU字状に

分布するものと想定される｡ トラジャ族を主

な住民とするタナ トラジャ(TanaToraja)県

においては,同県を構成する9郡のうち,性

比1.00以上を示すものが,72年には5郡,75

年には4郡,78年には3郡あって,性比低下

傾向は認められるものの,全体 としてブギス

･マカッサル地域の非都市部よりもずっと高

い性比を有する｡ これを種族差と考えるな ら

ば,性比分布 と特定のインデ ックスとの関係

づけはさらに複雑となる｡

都市の人口増加が自然増を下まわりつつも

過去に達成された高い性比をある程度保 って

いるという状況下では,人口増加率の高い地

域が高い性比を示すとは限 らない｡ちなみに

1972年か ら78年までの郡別年平均人口増加率

と78年の性比との相関はr-+0.1684に過ぎ

ない｡人口増加を示す地域は性比の上昇を示

すという仮定は一見正 しいように思われる｡

しか し,人口増加地域における性比はただ上

昇を続けるわけではな く,女子人 口の流入が

それに続 くことによって一度高 くなった性比

が低下 していく調整期が存在するので,人口

増加 と性比上昇とが同時にみ られるのは特定

の時期に限 られる｡ ここでは,1976年から78

52

表6 開発地域別にみた郡別人口増加率と成人

性比増加との相関 (1976-78)

開 発 地 域 I郡 数 E相関(r)

Ⅰ UjungPandang
m Pare-Pare

Ⅲ Watampone

Ⅳ Palopo
V Manda.r

-.040
-.118
+.120
+.277
+.590

Ⅰに含まれる県 :Gow且,Mar°s,Pangkep,Ta-

kalar,Jeneponto,Bantaeng,Bulukumba,
Selayar,UjungPandang

Ilに含まれる県 :Barru,Sidrap,Pinrang,En-

rekangJPare-Pare
Ⅲに含まれる県 -.Bone,Wajo,Soppeng,Sinjai
Ⅳに含まれる県 :Luwu,TanaToraja

Vに含まれる県 :Majene,Polmas,Maml中

年の 2カ年における人口増加率と成人性比の

変化が,マンダル(Mandar)開発地域(Majene,

Polmas,Mamujuの 3県を含む南スラウェシ

州北部西海岸沿いの地域)のみにおいて,有

意な相関 (r-+0.590)を示すことを記 して

お く (表 6参周)0

ⅠⅠⅠ ルウ県プアボンラン郡 にお け る

人口増加の事例

プアボンラン(BuaPonrang)郡 は南スラウ

ェシ州ルウ(Luwu)県を構成する16の郡の一

つであり,1980年末の時点で47,934人の人 口

を有する. ここでは同郡の村 (desa)人口を

観察 しつつ,南スラウェシ州内の開拓前線に

おける人口変動の様相を示そう｡

1961年か ら1980年に至 る同郡の登録人口の

推移は,表 7に示す通 りである｡1951年か ら

65年に至るカ-ル･ムザカル (KaharMuzak-

kar)の内乱の時期には地方の家はほ とん ど

焼かれ,人々はジャングルにひそんだり,都

市 に居住 したりしたといわれ, この時期の統

計は政府が掌撞できた人口に限 られている｡

この期間には戦闘そのものによる死亡 もあっ
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表7 Ⅰ‡uaPonrang郡の人口 (1961-80)

年央人口 1 年末人口

1961

62

63

64

65

66

67

68

69

70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

80

5,557

9,316 ;

ll

1

二二二二I-i

二二:三…二 :三

1
27,968 ;

1

: 33,299

. 34,242
; 43,670

! 45,825

46,254

47,934L

年央人口はLuwu県,年末人口はBuaPonrang
郡の登録人口資料による｡

たが, ジャングル生活では脚気,マラリアを

患 った者が多 く, 多数の子供が死ん だ とい

う｡1965年 は人 々が帰村 した時期に相当 し,

64-65年の増加率32.3% はこの状況を反映す

るものかもしれない｡その後顕著な人口増加

がみ られるのは 1969～70年 (年央人 口) の

17.8%および1975-76年 (年末人口)の27.5

%である｡ 統計の示す数値が正 しい とす れ

ば, 移動人口は恒常的な率をもって で はな

く,二つの大 きな波 となってこの地域に入 っ

た ということができる｡

プアボンラン郡 は図 2に示すように12の村

か ら構成されるが,人口増加はすべての村で

均等に生 じたわけではない｡同郡の中心的集

落プア (Bu且) は,同郡内ではルウ地域の首

邑パ ロボ (Palopo) に最 も近 く位置するが,

このプアか ら遠ざかるにつれて,また海岸か

図 2 Ⅰ‡uaPonrang郡略図

ら離れた内陸部にむかって開拓者が入 り込ん

で,水稲,陸稲, とうもろこし,大豆などを

耕作 し,伝統的な主食であったサゴの重要性

を次第に低めている｡ 以下,各村の人 口変化

の状況を簡単に記述する｡

(1) サクティ村 (Desa Sakti)

中心集落プアは昔 日はルウ王国の第 3王子

の支配下 にあったといわれる｡ 同集落はオラ

ンダ時代は10個の集落 (kampung)か ら成 る

DistrictBtlaの中心であった｡内乱時には村

落部の家々は叛徒に焼かれ,1955年か ら60年

にかけては離村者が多かったが,65年には40

% ぐらい帰村 したといわれる｡1967年 に地方

行政の改変があり,三つの集落で現在の村を

構成することになった｡現在ではサゴと米の

消費が半 々となったが,人 々はなおサゴを主

食 と考えている｡離村傾向は全体的に低 く,

住民は土地にとどまることを好むというが,

1975年末か ら人 口流出にともなう人 口停滞が

始まり,1978年以降人 口は僅かなが ら減少傾

向を示 している｡村の総人 口は,1970年 8月

3,504人,1978年末3,954人(ピーク時),1980

年末3,812人｡

53



東南アジア研究 20巻 1号

(2) バ ロワ村 (Desa Barowa)

オランダ時代 には DistrictBua に含まれ

ていた海岸地域で,1967年にバ ロワ村 となっ

た｡旧名はマロワ (Marowa,人が多いの意)

で,ルウ王国-のイスラームの上陸地 として

知 られる｡ 住民の多 くは漁業に従事 し, サ

ゴ, ココヤシ-の依存度 も大 きい｡現在,負

は養魚池で も飼養する｡ 稲は全 く耕作せず,

すべて 購入に頼 っている｡ 1950年の人 口は

842人｡ 1953-65年の間は村 は焼かれて無人

となり, 住民はジャングルや, プア, パ ロ

ボ, ウジュンパ ンダ ン (UjungPandang)な

どの町に移住 したが,1966年以来帰村 した｡

1967年人 口は1,316人, その後人 口は徐 々に

増加を続け,1980年末には2,172人 に達 した｡

離村者 は年20人 ぐらいあるが,主 としてウジ

ュンパ ンダ ン-出る｡ ジャングルに入 って開

墾に従事す る者 はない｡

(3) ポシ村 (DesaPosュ)

サクティ村の内陸側に接 し,三つの集落よ

り成 る｡ 住民は土着の者に加えて,1965年ご

ろか らタナ トラジャか らの開拓者が加わり,

水田,丁字園などを開いており,現在総人口

の40%を彼 らが占めている｡1967年か らソッ

ペ ン (Soppeng), ボ ネ (Bone), スラヤル

(Selayar) か らブギス族が移住 し, その数は

20世帯ほどある｡住民の主食は伝統的にサゴ

と米であった｡1940年代に開かれた水田もあ

るが,新 しい水田は1965年以後 に開かれた｡

住民はこの時期にジャングルか ら村- もどっ

てきたのである｡1966年ごろか ら米がサゴよ

りも主食 としての重要性を もつ よ うになっ

た｡1968年の人 口は1,131人, 1973年および

77年に一時的な減少を示すが,1980年末には

1,911人 に達する｡ 1966年以後マ レーシアの

サバ州- 出稼ぎに行 った青年 が約 50人いる

が,現在ではサバ-の出稼ぎ者 はない｡
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(4) ラジャ村 (DesaRaja)

バ ロワ村の南 に按する海岸沿いの村で三つ

の集落より成 るが, その中の一つカンポン･

パル (KampungBaru)は1960年 ごろ設立さ

れた新集落である｡内乱時には村は焼かれた

が,住民は1958年ごろか ら帰村 し始めた｡ 住

民の60% は漁業,40% はサゴ採取および畑作

に従事 している｡ 5年前か ら養魚池が始め ら

れた｡水 田は1930年代か ら 25ha ぐらいあ

るが,面積は拡大 していない｡主食はサゴ50

%,米50%である｡ 登録人 口は1968年 1,789

人｡1971年および1976年の若干の人 口減少の

年を含みつつ,1980年に2,288人 となる｡ 60

年以上前か らスマ トラのジャンビ州-行 き,

水田およびココヤシ園を営む者があった｡ま

た,船乗 りとしてカ リマンタン, ジャカルタ

-行 く者 もあり,現在出稼ぎ者は約 100人を

数える｡

(5) プティ村 (DesaPuti)

ラジャ村 に接 して内陸部に広がり,道路沿

いの三つの集落より成 る｡ 主食は以前はサゴ

90%,米10%であったというが,現在ではサ

ゴ50%,米50% となっている｡水田の古いもの

は1920年代 にすでにあったという｡ 内陸部に

は1965年ごろか らタナ トラジャの入植者25世

帯が入 り水田および陸稲畑を開いている｡ま

た78年か ら79年にかけてマカ ッサル (Makas-

sar)およびマロス (Mar°s)か ら15世帯, ソ

ッペ ンか ら3世帯のブギス ･マカ ッサル族が

来住 したが,彼 らは材木伐採に従事 し,一時

的に滞在 したに過ぎない｡ この村か らの出稼

ぎ者 としては,15人の若者がカ リマ ンタンで

石油公社プルタ ミナおよび木材関係の仕事に

従事するほか,ジャカルタで船乗 りになって

いる者が若干ある｡

(6) カランカランガ ン村 (Desa Karang-

Karangan)
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オランダ統治時代に現村長の祖父母たちに

よって開かれたO 集落は以前は海岸部 にあ

り,漁業を主 としていた｡内乱時代には人々

はジャングル,プアなどに居住,1962年ごろ

に帰村 した｡60年代 にタナ トラジャか らの入

植者があり水田を開いている｡ 現在その数は

30世帯 ぐらい｡また,ブギス族が伐採に従事

するため一時来住 した｡村は四つの集落より

成 るが, このうちマ リオ村 (DesaMario)と

の境界近 くのラレラレ (Lare-L礼re)が開拓集

落である｡ 主食はサゴと米であるが,現在で

は後者の方がより重要である｡ インドネシア

独立時の村人 口は700人 ぐらい｡1968年1,112

人｡1973年か ら人口増加が目立ち,80年末に

は1,961人｡

(7) マ ))オ村 (Desa Mario)

カランカランガン村の南に接 し,以前は二

つの集落より成っていたが,現在は四つの集

落がある｡ マ リオ (Mario) が最 も古い集落

である｡内乱時住民は山にこもったという｡

最 も新 しい集落はパ レカジュ (Parekaju)で,

1966年に開かれ水田耕作を主 としていたが,

2, 3年前か らカカオ園,丁字園をも開いて

いる｡開拓民は土着民50%のほか,タナ トラ

ジャか らの移住者 25%, ブギス族 25%を含

む｡以前はサゴが主で米が従であったが,1973

年以来米が主 となったという｡1968年末の人

口は834人｡80年末の人 口は2,347人｡出稼ぎ

に行 く者は比較的少な く,マレ一一シア,西イ

リアンなどに10人 ぐらいが出ている｡

(8) ティロワリ村 (DesaTirowali)

プアと並 ぶ この 地 域 の小 中心 ボ ンラ ン

(Ponrang)をはじめとする四つの集落より成

る｡ 内乱時には住民は海岸側および山側のジ

ャングルに住んだ｡ パダ ンサ ッパ村 (Desa

Padang Sappa) との境界近 くに位置するカ

ンポン･ルラ(KampungLura)にはやや土地

の余裕があり, 1965年には タナ トラジャか

ら, また 1978年にはジャワ族の入植者があ

り,水田,野菜園を開いている｡ 現在彼 らは

集落人 口に対 してそれぞれ10%, 5%を占め

ている｡ボンラン地域では主食は現在でもサ

ゴである｡住民は米を好むが濯徴用の水がな

いので,山側に陸稲畑が少々あ るの み で あ

る｡1968年末 の人 口1,677人 は,80年 末 に

3,224人 に達 している｡ 内乱時には,ジャカ

ルタ,カ リマンタン,マレーシアなどへ行 っ

た者がある｡

(9) パダ ンサッパ村 (DesaPadang Sappa)

住民は以前は ロア (Lo乱) お よび サ ロ ロ

(Salolo)の二つの漁業集落 に住 ん で いた｡

1955-65年は内乱のため無人 となったが,そ

れ以前の人 口は約500人であった｡ボンラン近

辺の土着民, トラジャ族やブギス族などの来

任が多 く, 人 口は1965年の約2,500人か ら68

年末の4,611人を経て, 78年末には12,671人

に達 したOその後ブギスの一 部 が去 った た

め,80年末人口は11,839人に減少 した｡現在

の人 口は土着民75%, トラジャ入植者15%,

ブギス族10%より成 る｡開拓 前 はサ ゴが多

く,主食はサゴであったが,現在は米 にかわ

っている｡1)

(10) バクティ村 (Desa Bakti)

パダ ンサ ッパ村の南に接する海岸沿いの村

で,住民は土着民のみである｡ 内乱時にはす

べての人 々はジャングルに住んだ｡主生業は

コプラ生産で,10数年前か ら水田が開かれ,

また陸稲栽培 も少 々ある｡ 主食はサゴと米で

ある｡1968年末人口は3,299人, 80年末人口

は6,623人である｡

(ll) ジェネメジェ村 (DesaJeneMaejae)

1)パダンサッパ村の農業については,本特集号所

収の田中報告を参照されたい｡
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現在六つの集落より成 る｡ このうち二つの

集落は,土着民や トラジャ,ブギスの入植民

によって1965年 と73年 とに開かれた｡以前は

サゴが主で陸稲が従であったが,1960年代よ

り米が主 となった｡1952-63年の間 は住民は

ジャングルにひそみ,夜間にサゴをとりにき

たという ｡1968年末人 口2,109人, 1980年末

人 口5,937人｡

(12) ノ リン村 (DesaNoling)

プアボンラン郡の最南端内陸部に位置し,

六つの集落より成 っていたが,内乱中の50年

代 に家屋は道路沿いに移 された｡1968年末人

口は542人であったが,1980年末 には3,524人

となり郡内最高の人口増加を示 した｡ これは

1972年以来, ワジョ,ソッペ ン, シドラップ

(Sidrap),タナ トラジャ,エンレカン (Enre-

kang)などか らの入植者を受け入れたことに

よる｡ 現在の住民構成は,土着民35%,ブギ

ス族55%, トラジャ族10%である｡ サゴ,陸

柿, 水稲, とうもろこしが主作物であった

が,現在 ココヤシ園開発を含む各種のプロジ

ェク トが進行中である｡

表8 DesaNolingの人口 (1968-80)

1968年以降の人口を性および成人 ･子供別

に示す と,表 8のどとくとなる｡72-75年の

4カ年 については子供の定義が他の年次 と異

なっていると判断され,細別された数値はこ

のままの形では通時的な比較に用いることが

できない｡ しか し, このような数値か らでも

72年における性比の上昇は明瞭である｡ この

ような男子優勢は一時低下の傾向を示 しつつ

76年に再び上昇 し, さらに低下 して1979年に

男女同数に至るのである｡

ⅠⅤ ムシ川下流部のブギス開拓民の事例

南スマ トラ州のムシ川下流部にブギス族の

移住が始まったのは1964年である｡ これ らの

ブギス族の多 くは南スラウェシのボネやワジ

ョの出身であるが,特 に初期の来住者に関 し

ては,スラウェシの居住地か ら直接ムシ川 に

きたわけではな く,ジャンビ州あるいは リア

ウ州における相当期間の定着 経 験 者 といえ

る｡ 彼 らは南スラウェシの内乱をこれ らの前

住地に避けていたが,ムシ川下流部に適地が

あることを知 って移住 してきたのである｡

署 k̂ t言 笠 i 男総 îc 口 計

1968年末

1969年末

1970年8月

1971年末

1972年末

1973年末

1974年末

1975年末

1976年末

1977年末
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2

7

8

6

9

2

5

2

0

6

9

3

7

1

9

5

7
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6
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0

0

1
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7
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7
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7
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8

7

8

1
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3

6

4

5

7

4

1

1

2

8

8

8

8

7

7

7

7
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1

8

8

0

1

3

9

2

3

3

9

0

1

9

1

1

9

5

5

6

8

8

6

3

3

8

1

1

1

1

1

1

1

5

5

6

6

7

4

0

6

2

0

1

6

1

0

4

5

5

9

3

1

3

2

5

1

3

5

6

5

3

2

6

1

1

1

2

1

1

1

6

5

6

6

8

239 303 542

199 215 414

311 276 587

510 466 976

862 620 1,482

960 815 1,775

996 844 1,840

982 874 1,856

1,424 1,183 2,607

1,301 1,169 2,470

1,393 1,358 2,751

1,400 1,403 2,803

1,816 1,708 3,524

BuaPonrang郡役所の登録人口資料による｡
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0.79
0.93

1.13

1.09

1.39

1.17

1.18

1.12

1.20

1.ll

1.03

1.00

1.06

ムシ川下流部ではブギス族たち

はパサ ンスル ット (pasangsurut,

潮汐港概)により稲作を行い,ま

た一部の者はココヤシ栽培-の発

展を図っている｡彼 らがここで採

用 している稲作技術は,湿地林を

伐採 して焼 き, 1メー トル幅 くら

いの溝を河岸 に直角に掘 って潮の

干満につれて水が出入 りするよう

にして水稲を育てる方法である｡2)

この種の耕作法で利用された土地

は, リアウの土着民の場合 には3

年はど連作 したのちに休閑期をお

2)ムシ川下流部の稲作方法について

は,『東南アジア研究』17巻 3号,
1979(特集｢南スマ トラ｣)参照｡



くが,ブギス族の場

合 には雑草を懸命 に

とることによって耕

作の努力を続けると

いう｡土着の行政村

マルガ (marga)の長

パ シラ (pasirah)か

ら認められた耕作面

積が-耕作者あたり

2- 3ha であるこ

とが, このようなイ

ンテンシブな桝作法

を採用する一つの理

由となっている｡

今回の調査期間中に,

ウィジャヤ (Sriwijaya)
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表 9 ムシ川下流部のブギス集落概容 (禍査10集落について,1981)

集 落 名 厚ル矧諸E既 闇曾l
1.Padaelo FMP

1
2.SungaiSenang ≡MP

…憲 …iSM:eTnuaghnkguani."i6.SungaiSemut

7.ParitPrajen

8.TelukPayo

9.ParitLapis

10.ParitTujuh

1973

1972

1972

1974

1971

1965

1964

1965

1972

Wajo/Jambi

Wajo/Jambi

Wajo/Jambi

Bone/Sungsang

Bone/Sungsang

Bone/SungaiLilin

Bone/Riau

Bone/Jambi

Bone/Sungsang

9 6

8 4

3 2

173

16 14

7 5

30 20

8 5

11 7

3 3

現在人口男 女
256 268
3,164

2,506 2,117

126 122

145 103

156 159

312 214

734 631

629 486

75 67

マルガ名 MP:MuaraPadang,U:Upang,S:Sungsang,MT:MuaraTelang･

インタビューによる資料収集は Ir･LukmanHakim Taslim (スリウィジャ

ヤ大学農学部)による｡

コム リン川流域およびムシ川下流部における

集落形成史｣[坪内 1979;Tsubouchi 1980]

に関する調査3)の補足データを入手すること

ができた｡ このデータはムシ川下流部か ら選

ばれた10個のブギス族集落の長とのイン

タビューか ら得 られたもので,各集落の

入植年次,入植初年の人 口構成,および

現在人口を含む｡調査集落の分布 とおの

おのの概容 は 図 3および 表 9 のどとく

である｡ 入植初年の人口構成を, この情

報が得 られた八つの集落について一括 し

て示す と,表10のどとくとなる｡25/-39

才の既婚男子を中心として, これに彼 ら

の妻子のうち同行可能なもの,およびや

や若い年齢層の独身男子が加わって開拓

初期人 口を構成する｡ 子供を加えた平均

年齢は男子26.1才,女子19.6才である｡

男子では50才以上の者,女子では45才以

上の者が皆無である｡ 全年齢における性

比1.519, 労働力人 口 (15才以上) にお

ける性比は1.909ときわめて高い｡

南スマ トラ州のス リ

大学農学部のルクマ

ン氏 (Ir.Lukman Hakim Taslim) の協力

によって,1978年に実施 した ｢南スマ トラ,

図3 ムシ川下流部のブギス族集落

3)同諏査は,1978年 9月から1979年 2月に
かけて文部省海外調査費によるスマトラ
調査の一部として,スリウィジャヤ大学
の協力を得て行われた｡
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表10 ムシ川下流部の8ブギス集落における初

期来住者の釆住初年の性 ･年齢構成

年 齢 階 級 l 男 l 女

計 1 79 1 52

Padaelo,SungaiSenang,SungaiCaw礼ng,
SungaiSemut,ParitPrajen,Teluk Payo,
ParitLapis,ParitTujuhに関するデータ｡

現住人口においては,判明する9集落の合

計人口の性比は1.185と,開拓当初に比 して

かなり低下を示すものの,なおかなり高い値

を持続 している｡ 集落別 にみると性比 には

0.955か ら1.458に至るばらつきがあるが, こ

れは集落設立年次とはほとんど関係 しない｡

若干の集落がその立地条件などのため連続的

に移住者を受け入れていることが, このよう

な高い性比を保つ原因の一つになっているよ

うに思われる｡

Ⅴ お わ り に

以上の断片的な資料か ら得 られた南スラウ

ェシ住民の移動にともなう性比の特性を基礎

として,その位置づげに関する今後の問題の

指輪をしておきたい｡

まず,南スラウェシ住民における移住行動

の異同が検討されねばならない｡事例研究に

おける移住民の中にはルウの土着民,ブギス

族, トラジャ族が含まれる｡ この場合の トラ

ジャ族は主 としてタナ トラジャ県の出身であ

るが,その中心地 ランテパオ (Rantepao)で
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は近年顕著な人口流出がみ られる｡ この流出

の特徴は残留人口における性比が比較的高い

ことである｡ルウ県における トラジャ族の入

植 は内乱の終結 と同時に開始されており,す

でにかなりの年数の経過があるため,初期の

人口構成が不明で,現在の時点では トラジャ

族の入植地において特に高い性比が存在する

とはいえない｡ブギス族 と トラジャ族の移動

の構造が男女の動きに関 して異なる可能性は

さらに検討されねばな らない｡

ブギス族の男子中心的な移動については,

次の 2点の並存を指摘 しておきたい｡第 1に

彼 らの間には,男だけの出稼ぎが存在する｡

これは伐採,船乗 りなどの労働者的な性格を

もつ仕事を含む｡ このような移動が出身地 と

の関係において人口の周流か離脱かを見きわ

めることは今後の課題である｡第 2は女性の

後続をともなう移動である｡ この場合には高

い性比は一時的に過ぎず,やがてバ ランスが

とりもどされる｡ これ ら二つの移動パターン

は本論では開拓前線において見出された｡都

市移住においても同様のパターンがみ られる

かどうかはさらに検討を要する問題である｡

男子中心型 と名づけるべき地域間移動のパ

ターンは,インドネシアにおいてはブギス族

のみにおいて顕著 にみ られるのか, あ るい

は,かつてはジャワ族において もみ られたも

ので,どの種族においても同様の歴史的変化

をたどって移動時における性比のバ ランス化

が出現 して くるのか, というのは興味深い問

題である｡都市における西スマ トラ出身者の

性比のバ ランス化は,かつて男を中心 とした

出稼ぎが変質化 しつつあることを示唆 してい

る｡ ブギス族の場合,かつての海上活動が男

子中心の移動の文化の形成に寄与 したことは

間違いない｡ このことが現在のブギス族の移

動パターンとどの程度本質的に関係 している

かをさぐることも一つの問題である｡

残留者 に関 しても検討されるべき事項があ
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る｡ 特に性比の低下が顕著 となっているブギ

ス族の村落で,伝統的な生業 ･労働構造に変

化が生 じているのかどうか,あるいは,仕送

りが男子不在の村落の活動性を奪いつつ生活

を維持させているのかなど｡

移動の性比の問題は,単に労働力の配置と

してではなく,種族の文化的背景,および移

動の結果 としての文化的再適応の問題をも含

んで,興味深い検討の対象となることを最後

に強調 しておきたい｡
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